
介紹

こ
の
運
動
の
中
心
的
担
い
手
と
さ
れ
る
典
型
的
ピ

ュ
ー
リ
タ
ン
の
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
農
民
巡
礼
者
集
団
キ

ル
ク
ム
ケ
リ
オ
ー
ネ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
が

鰹
閣
さ
れ
、
終
末
的
。
殉
教
志
向
的
性
格
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
こ
の
キ
ル
ク

ム
ケ
リ
オ
ー
ネ
ス
を
中
心
と
す
る
ド
ナ
ー
ト
ゥ
ス

派
の
運
動
は
、
政
治
・
社
会
上
の
改
革
を
意
図
す

る
も
の
で
は
な
く
、
「
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」

に
よ
る
典
型
的
な
宗
教
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
最
後
の
第
七
章
・
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
勝
利
と
ロ
ー
マ
帝
国
の
没
落
と
の
関
係
が
語
ら

れ
て
い
る
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
ア
フ
リ
カ

で
伝
統
的
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
の
上
に

立
つ
燧
民
型
の
信
仰
を
も
ち
、
そ
の
点
で
ド
ナ
ー

ト
ゥ
ス
派
と
同
じ
基
盤
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
特

に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
内
容
で
あ
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
ロ
ー

マ
帝
圏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
史
と
キ
リ

ス
ト
教
史
の
両
面
か
ら
莫
大
な
研
究
蓄
積
が
生
み

出
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
圏
で
も
重
要
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
比
較
的
よ
く
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、

最
近
で
は
若
手
研
究
者
を
中
心
に
史
料
と
研
究
史

の
精
力
的
な
整
理
と
吟
味
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ソ
ポ

グ
ラ
フ
ィ
ヅ
シ
ュ
な
研
究
成
果
の
受
容
な
ど
研
究

の
新
た
な
深
化
の
方
向
も
獲
得
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

か
か
る
晴
点
に
あ
っ
て
、
多
く
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を

通
じ
て
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ヌ
ス
の
問
題
な
ど
に
重

大
な
発
言
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
新
田
氏
が
、
平
易

な
叙
述
を
通
し
て
で
は
あ
れ
、
御
自
身
の
業
績
を

主
軸
に
通
史
的
な
ま
と
め
を
な
さ
れ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
迫
害
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
審
問
に
つ
い

て
述
べ
る
際
、
総
督
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
間
に

交
さ
れ
た
対
話
を
そ
の
ま
ま
の
形
式
で
引
用
す
る

な
ど
ビ
ビ
ッ
ド
な
叙
述
が
行
わ
れ
、
近
世
臼
本
の

キ
リ
ス
ト
教
政
策
と
比
較
し
て
論
ず
る
部
分
も
あ

る
な
ど
、
専
門
外
の
人
に
も
大
い
に
興
味
深
い
一

書
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
国
家
と
宗
教
の

関
係
を
考
え
る
際
に
本
書
は
多
く
の
示
竣
を
与
え

て
く
れ
よ
う
。
ハ
ン
デ
ィ
な
書
で
あ
る
だ
け
に
、

広
く
各
方
薗
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
（
新
書
判
　
二
三
四
頁
　
一
九
八
○
年
七
月

　
　
　
　
教
育
社
　
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
（
南
川
高
志
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

し
か
ま
こ
う
す
け

四
竃
孝
輔
著

　
『
侍
従
武
官
日
記
』

　
「
大
正
」
期
は
そ
の
前
後
に
比
し
て
天
皇
の
存

在
感
の
薄
い
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

は
大
正
政
変
の
蒋
に
詔
勅
の
権
威
が
吹
き
飛
ん
だ

こ
と
、
そ
し
て
「
御
大
典
」
は
行
な
わ
れ
た
も
の

の
当
の
大
正
天
皇
が
病
弱
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で

あ
ろ
う
。
天
皇
の
病
は
そ
の
後
進
行
し
、
一
九
二

一
年
に
は
摂
政
を
概
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　
さ
て
本
日
記
は
「
昭
和
軍
事
史
叢
書
」
の
一
冊

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
海
軍
大
佐
四
竈
孝

輔
が
一
九
一
七
年
二
月
に
侍
従
武
官
に
任
ぜ
ら
れ

た
時
か
ら
一
九
二
六
年
十
二
月
の
大
正
天
皇
の
死

ま
で
（
こ
の
間
二
三
年
十
ご
月
島
侍
従
武
官
、
二

五
年
十
二
月
任
海
軍
中
将
）
の
聞
の
宮
中
日
誌
で

あ
る
。
た
だ
政
治
上
の
枢
機
に
わ
た
る
事
項
は
多

く
な
い
し
、
例
え
ば
宮
中
某
重
大
事
件
に
つ
い
て

の
記
述
も
と
お
り
い
っ
ぺ
ん
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
そ
の
筆
使
い
は
『
木
戸
幸
一
日
記
』
を

思
わ
せ
る
し
、
宮
中
儀
式
の
記
述
は
詳
し
く
（
図

解
入
り
）
、
軍
人
の
拝
謁
記
事
も
多
い
（
特
に
シ
ベ

リ
ア
出
兵
に
関
し
て
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
日
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記
は
侍
従
武
宮
と
い
う
立
場
か
ら
い
わ
ば
「
菊
の

カ
ー
テ
ン
」
の
向
こ
う
側
の
世
界
を
か
い
ま
見
せ

て
く
れ
る
。
摂
政
設
置
前
後
の
宮
申
の
暗
い
雰
囲

気
の
記
述
、
摂
政
設
置
決
定
後
に
大
正
天
皇
が
不

快
の
表
情
を
示
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
。

　
た
だ
し
本
書
は
日
記
全
文
で
は
な
く
抜
枠
で
あ

る
。
凡
例
に
よ
れ
ば
、
宮
中
の
状
況
・
政
府
要
人

や
軍
首
脳
の
動
き
に
関
す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
余

す
と
こ
ろ
な
く
集
録
し
、
家
庭
内
の
私
的
な
事
項

は
戸
当
部
分
を
省
略
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日

記
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
で
あ
っ
た
が
本
書
で
は
ひ
ら

が
な
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
本
書
は
、
　
一
応
非
政
治
化
（
P
）
さ
れ
た

か
に
み
え
る
宮
中
が
支
配
体
制
内
で
実
際
に
ど
の

よ
う
な
機
能
を
果
た
そ
う
と
す
る
か
の
一
端
を
示

す
点
で
、
近
代
天
皇
制
の
変
遷
を
具
体
的
に
跡
づ

け
る
際
の
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
（
四
阿
山
面
判
　
　
四
｛
ハ
ゴ
一
百
ハ
　
一
九
入
○
年
十
二
日
目

　
　
　
芙
蓉
霞
房
　
ゴ
一
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
松
延
秀
一
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

8
弩
σ
q
窪
O
o
洋
①

　
閃
9
母
8
ω
《
お
び
Φ
嵩
。
器
ω
”

　
↓
酔
冨
。
》
§
日
露
団
㌶
ω
0
8
嘗
鋤
・

　
象
8
δ
降
①
ω
　
蟻
Φ
　
囲
9
　
①
O
O
φ
○
ヨ
猷

　
O
O
δ
ロ
一
鉱

　
本
書
は
、
妻
鴛
葺
く
。
詳
。
円
田
茜
8
α
b
⇒
㊤
ロ
Φ
H
㌣

器
σ
Φ
謀
O
p
①
ロ
　
ぎ
　
く
冒
Φ
犀
α
β
一
σ
q
お
8
げ
　
℃
①
冨

（
嵩
鰹
－
嵩
。
。
。
。
Y
切
。
島
P
い
㊧
富
貯
ρ
日
〇
二
園
甲
貯
－

ω
甑
ξ
戸
お
ミ
の
酉
語
版
で
あ
る
。
原
書
刊
行
三

年
に
し
て
、
ペ
ル
ー
の
岡
島
賦
げ
暮
○
伽
①
国
ω
言
黛
。
ω

℃
①
語
学
○
ω
か
ら
西
語
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、

一
九
八
○
年
が
い
わ
ゆ
る
ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
ー

の
総
反
乱
二
百
周
年
に
あ
た
る
こ
と
が
背
景
に
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
ー
の
総
反
乱
を
「
反
植
民

地
主
義
運
動
、
社
会
正
義
と
政
治
的
独
立
運
動
の

復
権
者
に
し
て
先
駆
者
的
運
動
」
と
解
釈
し
た
ダ

ニ
エ
ル
・
パ
ル
カ
ル
セ
ル
の
古
典
的
著
作
ピ
ρ

お
げ
①
｝
δ
口
9
目
跡
や
碧
累
日
帥
歪
”
鼠
⑩
鉱
o
ρ
獅

○
．
国
こ
同
濠
刈
の
評
価
は
、
か
な
り
一
般
的
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
一
年
に
O
o
ざ
o
o
δ
ロ

創
0
2
ヨ
①
呂
衆
創
。
鼠
H
畿
①
b
窪
侮
¢
8
β
畠
巴

勺
①
a
の
第
二
部
と
し
て
、
三
巻
か
ら
な
る
「
ト

ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
ー
反
乱
」
史
料
集
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
察
知
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
七
〇
年
代
に
な
っ
て
、
従
来
の
研
究
で

は
等
閑
視
さ
れ
た
諸
側
面
の
解
明
が
試
み
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
国
O
目
O
ω
O
巴
ぼ
山
O
簿
巴
●
Q
α
O
O
δ
窪
9
畠

o
o
δ
巳
巴
　
唄
　
。
ウ
窪
げ
冨
く
即
。
δ
昌
Φ
。
。
　
唱
。
℃
巳
鴛
①
2

8
な
8
》
難
ρ
ヨ
H
H
”
罵
。
。
ρ
三
日
ρ
H
．
累
．
同
．
O
．

闘
．
這
刈
①
に
所
収
さ
れ
た
諸
論
文
で
は
、
反
乱
参

加
者
の
社
会
的
構
成
、
反
乱
参
加
者
を
結
合
し
て

い
た
「
批
界
観
」
を
は
じ
め
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
諸
側
面
（
ミ
レ
ナ
リ
ス
モ
・
ナ
テ
ィ
ビ
ス
モ

な
ど
）
総
決
起
を
可
能
と
し
た
地
域
的
な
ら
び
に

全
般
的
情
勢
な
ど
の
分
析
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
著
者
は
、
　
一
七
五
一
年
か
ら
一
七
八
○

年
の
問
に
リ
マ
聖
王
領
に
導
入
さ
れ
た
レ
パ
ル
ト

制
（
準
星
帥
詳
。
あ
る
い
は
目
①
噂
鴛
猷
ヨ
雲
叢
。
ヨ
吊

目
＄
暮
芦
お
想
鈴
江
讐
δ
馨
。
畠
①
魚
①
o
げ
。
。
。
）
に
と

も
な
う
植
民
地
経
済
体
制
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
、

一
七
六
五
年
か
ら
一
七
八
三
年
の
間
に
継
続
的
に

生
起
し
た
農
民
反
乱
、
農
民
闘
争
と
の
関
係
を
究

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
レ
パ
ル
ト
制
は
、
副
王

領
の
地
方
行
政
体
の
長
で
あ
る
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
が
、
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